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必デお誘みてださιl
低電圧機器

DC24 V___ 30 mA
日 QSWS2-lB
図 QSWS2-2B
図 QSヽA/S2-3B

図 QSWS2-5B
図 QSWS2-7B
団 QSWS2-2BRL
図 QSWS2 3BRL
図 QSWS2-5BRL
図 QSWS2-2BRttR
図 QSWS2-3BRLIR
図 QSWS2-5BRttR
図 QSWS2-lRLD
団 QSWS2-2RLD
図 QSWS2 3BD
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配線の注意点

● システム最大値
― GRAFIK Eyゞ QSシ リーズのコン トロール
ユニット1台で最大 3台の補助コントロー

ルに電源を供給できます。

一 配線の最大長は 150m。
一 使用温度範囲は 0-40° C、 相対湿度 90°/o

以下。
一 接続可能な 機器は 1シ ステムで 100台
まで (SeeTOuchTM QS、 SiVOia° QS、 調光

盤、6RAF′′(f/θ QSは それぞれ 1台とし
て数えます)。  またゾーンは、1システム
につき 100ゾーンまで割り当てることが
できます。

● コントロールリンク配線
― ルートロン専用4芯ケーブルGRX― CBL-346S
を使用します。

● センサ/接点入カコネクタの配線 :

一 CPEVS-0.9m m-2P 等 推奨。
・ 補助コントロールとコントロールリンクは、
深型スイッチボックス (他社製品)の 中で接

続してください。
● コントロールリンクは、電源と同じ配管内には
絶対に設置しないでください。誤動作の原因と

なります。
● コントロールリンクの最大配線長は必ず
150m以内にしてください。

・  コントロールリンクには、 ドレイン/シール ド
線があります。シール ド線は絶対にアースには

接続しないでください。

・ 電源ケーブルおよびデータケーブル (コ ントロ

ールリンク)配線上の注意点や制限について

は、コントロールユニット取扱説明書および仕

様書を参照して下さい。

補助コントロールの取り付けや配線は、国内また

は地域で適用される配線関連法規に従って行なっ

てください。

困 注意 !

本説明書をよくお読みいただき、正しく設置し

てください。

補助コントロールの取り付けは、電気工事士の

資格を持った方が行ってください。

100V電源配線を低電圧用端子に接続しないで
ください。不適切な配線は、人身事故や、コン

トロールユニットをはじめとする各機器の損傷

につながる恐れがあります。

フェースプレー トを拭く場合は、必ず低刺激性

の石鹸水 (ぬ るま湯)を使用します。(化学洗浄

剤は使用しないでください)。
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取り付け

□
警告深刻な人身事故につながる可能性が
ありますので、必ずル ーカーをオフに

してから作業を始めてください。

1,電 源をオフにする。ブレーカーをオフにし
ます。

4.電 線 を準備 す る。被覆を 10 mmむ き、
裸線を露出させます。

卜………10 mm

各補助コントロール端子には、1.O mm2の 電
線を2本まで接続できます。

注意 :配線は下図のような一筆書きまたはT
タップ配線にしてください。

日

2.ス イ ッチボ ックスを取 り付 ける。奥行き
45 mm程度の 1個 口用深型スイッチボックス
を取り付けます。

3.補 助 コン トロールを準備する。フェースプ
レートを取り外し、保管しておきます。
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5.補 助 コ ン トロール を コ ン トロール リンク
GRX― CBL-346Sに 接 続す る。 接続は、 1:黒 、
2:赤 、3:紫、4:白 となるようにしてください。
シール ド (ド レイン)線は下図に示すとおり、まと
めて接続 しておく必要があります。また、シール ド

線をアースまたは補助コン トロールに接続 しないで
ください。

6.補 助 コ ン トロール を外 部 接点出力 (存 在
す る場 合 のみ )に 接 続 します 。接続する接
点が 1つ の場合は接点を補ロカコン トロールの
端子 A(セ ンサー/接点入カコネクター)に接続
します。接点入力を 2つ使用する場合は、端
子 Aお よび Bを使用 します。または接点入力
のコモン線は端子 Cに接続 してください。

GRX―CBL‐ 346Sデータ線 :

3:鯉 紫
MUX 白

ドレイン

1:コ モン 黒
2:DC24 V___  赤

コントロールリンク配線

注意:圧着端子等を使用する場合、国内の電気工
事規定に適したものを使用してください。

(図 は米国で使用される一般的な例を示し
ています )。

CPEVS‐0,9mm‐ lP
または2P等

接点入力配線

接点 入 力 に関す る注 意 :

外部接点入力を使用する場合、補助ヨン トロー

ルと他社製機器の適合チェックが必要です。補
助コン トロールが認識する接点入力は、無電圧
a接点で、出力が少なくとも 0.4秒 間は開放ま
たは閉じた状態を維持できる必要があります。

接点出力機器の適合についてご不明点がある場

合は、接続する他社製外部機器に付属の仕様書
でご確認いただくか、またはその機器の製造メ
ーカーにお問い合わせください。

接点入力の設定はGRAF′Kらβのコントロール
ユニットで行います。補助コントロールの一番
上または下にあるボタンで操作してください。
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7.補 助 コン トロールを取り付 ける。補助を下
図のように取り付けます。コントロール本体と

ボックスの上下をネジでとめ、フェースプレー

ト取付板、ボタン部、フェースプレートを取り

付けます。

取り付けネジ

取付板用ネジ
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スイッチボ

ックス
コント
ロール

ボタン部
守

●

取付板

フェースプレー ト
一般的な取付図

(取 り付け図)

8.電源をオンにする。ブレーカーをオンにし
ます。

注意
設置されただけでプログラミングされていない

QS補助コントロールとQSコ ントロールユニッ
トは、それぞれプログラミングされるまでは連

動します。
補助コントロール ボタンの LEDが点灯している
場合 (そのボタンがプログミングされていれば)、

それが最後に選択されたシーンであることを示
しています。
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システム通信

補助ヨン トロールがコン トロール ユニットと

通信するためには、各補助コン トロールを「聞

き手」のコン トロールユニットに対 し「話 し手」

になるよう設定する必要があります。

1.セ ッ トア ップモー ドにする。補助コントロ
ールの一番上と下のボタン (ア ップ/ダウン ボ
タンは押しません)を3秒 間押し続けます。 1
ボタンの補助コントロールの場合は、そのボタ
ンを 10秒間押してください。LEDが上から下
に循環点減します。

2.補 助コン トロールの機能を変更する (オ
プション)。 補助コントロールの機能を変更

する場合は、OKボタンを押して変更を決定し
ます。

ディスプレイの Keypad(キ ーパッド)メ ニュ
ーに、ご使用の補助コントロールモデルが話し
手として使用できる機能が表示されます。図は

ボタンが 5つでアップ/ダウンボタンのある補
助コントロール (QS WS2-5B RL)の 例を示し
ています。

ディスプレイ横のマスターボタンを使用し、機
能一覧をスクロールします。ご希望の機能が表

示されたら OKボ タンを押して決定します。

マスター

ボタン

⑫

補助コン トロールが 「話 し手」

補助コン トロールの一番上と下のボタンを押 してセッ ト

アップモードにします。

注意:ボタンが 2セ ットある補助
ステーションの場合、各セットが
独立した補助ステーションとして

プログラミングします。Sliyο ia QS
など複数のグループを制御する補
助コントロールの場合、上のボタ

ンセットを各照明または電動カー

テンのグループを制御するように

プログラミングし、下のボタンセ
ットを複数グループの制御用に設
定します。制御を選択できるのは
一度に 1グループだけです。

OK
OKボタン

6取付説明書 ご使用者保管用



3.GR AFIK Eyeo QSコ ントロールユニ ッ
トを設定する。 コントロールユニットで点灯

しているキーパッドの一番上のボタンを、LED
が一斉に点減を開始するまで、押し続けます。
ディスプレイにキーパッドメニューが表示され

たら、設定を実行・完了します。現在設定中の

補助コントロールに対して「聞き手」となるす

べてのコントロールユニットに、同様の操作を

繰り返します。

ディスプレイ

(フ ェースプレ
ー トを開けて

確認します )

コ ン トロ ー ル ユ ニ ッ トが 「 聞 き 手 J

点灯 しているボタンの一番上を 3秒間押 し続け、
コン トロールユニットを「聞き手」にします。

注意 :コ ントロールユニットを補助コントロー

ルの「聞き手」から解除するには、補助コント

ロールをセットアップモードにし、解除するコ

ントロールユニット上の点灯しているキーパッ

ドの一番下のボタンを押します。

3秒間押 し続け
るとコン トロー

ルユニッ トを

「聞き手」から

解除できます。

4.セ ッ トアップモードを終了 します。LED
が循環点減をやめるまで、補助コントロール

の一番上と一番下のボタンを 3秒間押し続け
ます。

言∫
~J

瑣

補助コントロールの一番上と下のボタンを押してセット

アップモードを終了します。

7ご使用者保管用 取付説明書



SeeToucho QS補助コン トロール
ボタンの機能
次の各項目は、補助コントロールをセットアップモ
ー ドにしたとき (P6参照)に選択できる機能のメ
ニューで、6MF′Kfyc QSでは、デイスプレイに
それぞれの機能がキーパッドメニューとして表示さ

れます。各機能の詳細は以下の説明をご覧ください。
また補助コントロールと各コントロールで選択でき

る機能の一覧表が次のベージに記載されています。

シーン選択 (SCeneS):
補助コントロールで、プリセットシーンのリス トか

らご希望のシーングループを各ボタンに割り当てる

ことができます。割り当て可能なシーングループの

リス トは、次のページをご覧ください。

ゾーン選択 (Zone):
1つ または複数のゾーンを補助コントロールの各ボ
タンに割り当てることができます。補助コントロー

ルでゾーンを割り当てるボタンを押し、コントロー

ルユニットのプーン アップ/ダウンボタンで各ゾー

ンの照明レベルを設定、ゾーン アップ/ダ ウンボタ
ンを同時に押してそのゾーン設定を確定します。各

コントロールユニットで、補助コントロールのボタ
ンに割り当てるゾーンのコントロールユニットすべ

てで同様の操作を繰り返します。割り当てたゾーン

はその照度で点灯・消灯が可能で、割り当てられて
いないゾーンは中央の LED 3つが点灯します。

パ ーティシ ョン (Paru tiOn):
複数のパーティションで間仕切りをする部屋に使用
します。パーティションの害Jり 当てを行つたボタン

の LDがパーティションの開閉1犬態を示します。
LEDが点灯している場合はパーティションが開いて
いる状態を示し、各コントロールユニットは運動し

て作動します。LEDが肖灯している場合は閉じてい
る状態を示し、各コントロールユニットは各間仕切

り空間ごとに個別に作動します。パーティション用
に設定した補助コントロールには、他の機能 (シ ー

ン選択など)の機能をかぶせることはできません。

パーティションとクリア (Partition and Ciear):
5ボタン補助コントロールのみ。上から 4つの各ボタ
ンがパーティション用ボタンとして機能し、一番下の

ボタンですべてのパーテションが閉じた状態 (各コン
トロールユニットは独立)に復帰することができます。

2Bパ ーティシ ョン (2B Partition):
2ボタン補助コントロールのみ。上のボタンがパーテ
ィションの開いている状態 (聞 き手のコントロールユ

ニットは運動)を、下のボタンがパーテションの閉じ
ている状態 (聞き手のコントロールユニットが独立)
を示します。

2B 微 調整  (2B Fine Tune):
2ボタン補助コントロールのみ。割り当てたゾーンの
アップ/ダ ウンボタンとして作動します。ゾーンの割
り当ては、コントロールユニットの割り当てたいゾー

ンのアップ/ダ ウンボタンを同時に押して行います。

割り当てを変更する場合はこの操作を繰り返します。

2Bシ ーケ ンス (2 B Sequence):
2ボタン補助コントロールのみ。この機能では、設定
したフェードを使用し、シーン5～ 16ま でを順次繰
り返して作動させることができます。主にショールー

ムなどで使用します。各シーンは、通常通リプログラ
ミングしてください。

シー ン16の選択/ロ ックと解除 (2B Panic):
2ボタン補助コントロールのみ。ボタンを押すと、割り

当てたゾーンがすべてシーン 16に移行し、接続するす
べての補助コントロールとコントロールユニットのボタ

ンがすべてロック (;甲 しても反応しない)されます。

トグル機能 (Tog91e):
1ボ タン補助コントロールのみ。ボタンを押すとシ
ーン 1と オフの切り替えができます。

注意 :コ ントロールユニットに接点入力を通じて機器が

接続されている場合、CC11は一番上のボタン、または
CC12は一番下のボタンの機能として動作します。

例外:2ボタン補助コントロールの場合、CC11の開
放で上のボタン、入力で下のボタンの機能として動

作します。

8取付説明書 ご使用者保管用



SeeToucho QS補 助コントロールボタン機能一覧表
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3ボタン補助コント
ロールが 2つ と見な
してプログラミング

します

2ボタン補助コント
ロールが 2つ と見な
してプログラミング
します

′ヽ一 ション

2Bパ ーテ
パーティン

ゾーンロック
2ボタンと 3ボタン
補助コントロールが

それぞれ 1つずつと
見なしてプログラミ

ングします。
シーケンス

シーン16の選択/
ロックと解除

シーン選択

注意

名ヽ基本機能の詳細については前ページをご覧ください。

ボタンが 2セ ットある補助コントロール:各セットは個別に機能し、別々にプログラムすることが可能です。

アップ/ダウンボタンのある補助コントロール:ア ップ/ダウンボタンは補助コントロールがゾーンまたはシ
ーンのコントロールを行う場合にのみ機能します。
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トラブルシューティング

間 頴 巨 同

CPAF′κfぅre QSコ ントロー

ルユニットと通信できない。

● コントロールリンクのデータ線 3および 4が誤配線または接続不良。
・  補助コントロールのプログラミングが完了していない、または正しく
プログラミングされていない。

補助ヨントロールのボタン

が作動 しないまたは、LED
が状態を正 しく表示 しない。

・  補助コン トロールの誤配線。
・  補助ヨン トロールに電源が供給 されていない。
・  補助ヨン トロールが正しいコン トロールユニットに対してプログラミ
ングされていない。

LEDが点灯 しな い。 ● コン トロール リンクの誤配線もしくは接続不良。

接点入力が正しい動作
をしない。

・  補助コントロールのセンサー/CCIの 誤配線または接続不良。
・  補助コントロールのプログラミングが完了していない、または正しく
プログラミングされていない。

補助ヨントロールのボタ

ンが正 しく機能 しない。

● 補助コントロールのプログラミングが完了していない、または正しく

プログラミングされていない。

取付説明書 10 ご使用者保管用



Lutron Electronics Co.ュ  in c,
限定保証ル ートロン アスカ株式会社は、その裁量により、ご購入 より1年 間を限度 として、部品や製造上欠陥のあるユニッ トを修理 ま

たは交換いたします。保証サービスの適用 にあたつては、不具合のあるユニッ トをルー トロン アスカ株式会社 に返送していただ く必

要があ ります。詳細 はル ートロン アスカ株 式会社までご連絡 くだ さい。本保証書は単一の明文規定と し、商品化の黙示保証およびロ

本の民法(瑕疵担保 )の もとでの黙示保証の適用は購入から 1年に限定 され ます。本保証 には、取 り付 け、取り外し、再取り付け、およ
び誤用や乱用、不十分・不適切は修理 に直接起 囚する損傷、あるいは配線 ミス、取 り付 けミスに関する費用は含まれません。また、本

保証は、付随的、間接的 に発生する損傷や特殊な損傷をカバ ーするものではあ りません。な お、ルー トロン アスカ株式会社が、ユニ

ットの製造 、販売、取り付け、配送、使用 に直接または間接的に起因する損傷 に対 して請け負う責任 は、ユニ ット本体の購入価格を超

えないもの とします。本製品は、以下 に示すひ とつまた は複数の特許 によ り保護されて います。 4,797,599i4,803,380;
4,835,343i4,393,062,4,924,151, 5,038,081:5,191,265,5,430,356;5,463,286: 5,530,322;5,949,2001 5,990,635,
6,091,205;6,380,692,DES 310,349,DES 311,170, DE S3 11,371;DES 311,382;DES 311,485;DES 311,678:DES
313,738;DES 31 7,593,DES 33 5,867,DES 344,264;DES 370,663;DES3 7 8,814;D387,736,D412,315,D412,491;
D422,567,D436,930,D453,7 42i D4 56,783,D461,7 32LUTR ON

除外 と限 定事 項
本保証で明確に規定されている場合を除き、特定目的への適合性や商品性などに対する明示的または黙示的ないかなる保証も行われな
いもととします。ルートロンは装置の中断のない動作や誤動作などを保証するものではありません。
ルートロンの販売店・社員・代理店には、装置の保証に関するいかなる確約・説明・保証についても、ルートロンを拘束する権限がな
いものとします。販売店・社員・代理店が確約または説明もしくは保証した内容が、本保証または LLl「 RONの標準印刷物に具体的に記述
されている場合を除き、ルートロンとお客様の契約条件をなすことはなく、したがつてルートロンに対するいかなる拘束力もありません。
ルートロンおよびその他関係者は、いかなる場合も懲罰的損害・間接的損害・偶発的損害・特殊損害に関して責めを負わないものとし
ます。 (利益損失・機密またはその他の1青 報損失・プライバシーの損失、事業の中断、人的損傷、誠意や注意を含む義務の不履行、怠慢
などにより発生する経済上またはその他のいかなる損夫も含みますがこれに限定されません)また、装置の取付け・取外し・使用または
使用不能に起因・関連し、ルートロンの書面による同意なく行われた修理または、本保証およびこの保証を含むその他同意に関連しその
もとで行われた修理についても責任を負わないものとします。ルートロン社およびその供給業者による過失・不法行為(怠 慢を含む)・ 厳
格責任・契約不履行・保証不履行の場合や、ルートロン社や供給業者がかかる損害について知らされていた場合でも同様です。
お客様がこうむる損害の理由および種類にかかわらず (あらゆる直接的損害および上述のすべての損害を含みますがこれに限定され
るものではありません)、 装置の製造・販売・取付け・配送・使用 '修理・交換に起因・関連して発生した損害に関する保証サービス
に関するL tl「 RON社 およびその他関係者の本保証のもとでの全責任、または、この保証を含むあらゆる合意、および上述のお客様に対
する救済は装置のお買い上げ額を上限とします。上述の制限・除外・免責事項は、保証サービスの目的(救済 )が 果たされなかった場合
でも、適用法令が認める最大限の範囲で適用されます。

これらの製品は下記に示す 1つ以上の米国特許で保護されています。4,835,343お よびこれに対応する各国の特許。その他米国および
各国特許 申請中。

米国電気記号体系、NECおよびNFPAはNatわ n aI FFe Pro tect bn Associat bn,h cw Quincy,Massachusettsの 商標です。
Lutron、 Lutro nロ ゴ、SWoia、 seeTouch、 GR A「 IK Eyeは Lutron Eに ctrontts Cott hc.の 登録商標です。
◎ 2007 Lutron Electron cs Co,,Inc.
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